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大阪市

堺市

ユネスコ世界遺産
「百舌鳥・古市古墳群」が
エリア内にあります

設立 1974年11月5日

組合員数 56万2,518人（2023年3月末現在）

総事業高 1,010.1億円（2022年度実績 2022年4月～2023年3月）

宅配事業（個人別配送・グループ配送・ペア配送）/646.7億円
店舗事業/241.7億円
夕食宅配事業/15.3億円
サービス事業/15.8億円
エネルギー・通信事業/50.5億円

出資金 162.5億円（2023年3月末現在）

職員数 正規職員625人（2023年3月末現在）

定時職員564人（2023年3月末現在）



かかわり方を宣言！

目には見えない
けれど何かの役に

地域に目を向けよう！

地域住民として



B.居場所づくり B.居場所づくり

A.地域⇔組合員
C.ボランティア
コーディネーション



A.地域⇔組合員
ボランティア情報の発信 ＊地域と組合員を結ぶとりくみとしてボランティア情報を掲載

【組合員活動情報誌アピエ 月1回発行】



B.居場所づくり
「みんなで居場所をつくるプロジェクト」



大阪芸術大学の学生が制作した
「まちのリビング」コンセプトブック
より抜粋

最近は「屋根のある公園」
とも言われることも…
（共有地、入会地）

日常を大切にしたい
多様性、寛容性を大切に
したい



日常を大切にする意味
「みんな笑顔になって帰っていくこと」

大阪芸術大学の学生が制作した
「まちのリビング」コンセプトブック
より抜粋



CO・OPnavi 23.6月号より抜粋

持続可能な居場所づくり

「まちのリビングすきいま」
「まちのリビングいちいち」
⇒宅配ステーション併設型

「まちのリビングここいい」
「（予定）社員住宅の１階の場所」

⇒自前物件型

いずれもお金の心配なく
居場所づくりを楽しめる
仕組みにしている



C.ボランティアコーディネーション
学び

つながり

支え合う

⇒「学び」のサポートどうする？
・参加者をお客さんにしないって？
・寛容性って何？
・好きになれない人がいたらどうする？
・どうすれば運営する人が集まる？
・お金がないと何もできない？

⇒「学びの場」の提供
・市民活動をサポートする学びの場の提供
・コミュニティをコーディネートする気づきの場
・来年4月からプログラムを作れないか検討中
・できればワークショップ型で実施できないか
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